
市の動向を、タイムリーに掲載します

　2月6日㈭、産官学
連携越境学習プログ
ラム「これからの働
き方をデザインする
ワークショップ」の
最終回として、アイ
デア発表会が行われ
ました。
　このプログラムは、地域社会に貢献できる人材の育成
を目的に、市と包括連携協定を締結している損害保険ジ
ャパン㈱との共催事業として、市と民間事業者、大学で連
携し約4カ月間、ワークショップなどを実施してきまし
た。今回は「女性活躍の推進」をテーマに、実現させていき
たいアイデアを創出。現在働いている社会人と、これから
社会に出て働いていく大学生がグループワークを重ね、
それぞれの視点から考えを巡らせたアイデアを発表しま
した。
問合せ　男女共同参画センターへ☎2937‐3617

題字・絵　池原 昭治氏

市長の主な動き
○2/5…県市長会西部ブロック市長会
議・情報交換会 〇2/6…全国基地協議
会・防衛施設周辺整備全国協議会役員
会 〇2/7…防災協定調印式 〇2/12…
定例庁議 〇2/14…柏原小150周年記
念式典 〇2/17…ブロンコスとの連携
協定締結式 〇2/18…定例記者会見 
○2/21～…市議会第1回定例会

　1月末に県内で発生した下水道管
の老朽化による事故。この事故を契
機にインフラなどの老朽化という重
要な課題に世間の目が向けられるこ
ととなりました。以前にも「朽ちるイ
ンフラ」という本によって、この課題
の深刻さは提起されていましたが、
普段通り使用できる間は「まだ大丈
夫」と問題が先送りされてしまうの
が世の常です。
　本市においては人口急増期に多く
の公共施設や橋、上下水道などのイ
ンフラを整備してきました。これら
の施設は計画的に維持管理していま

すが、老朽化が進む中でどのように
維持、更新していくのか、本格的な検
討が必要です。一方、社会は大きく変
わり、1年間に生まれるこどもの数
は20年前の約半数となり、高齢化も
年々進んでいます。当然、市民サービ
スのあり方やニーズも時代とともに
変わってまいります。今後はこうし
た「まちと人の高齢化」という課題に
どのように対応し、次世代に負担を
残さない形で持続可能なまちを目指
していくのか。複雑な連立方程式の
ような難問ですが、全国の先進事例
を参考に一つずつ課題を解決し、豊
かな地域を作ってまいります。

狭山市長　小谷野 剛

持続可能なまちを目指して

　㈱ブロンコス20と 
「スポーツや地域の振
興に向けた連携協定」
を2月17日㈪に締結
しました。
　この協定は、双方が
有する資源を活用することで競技スポーツの振興を図
り、健康で活力ある魅力的な地域社会へと発展させてい
くことを目的としています。今後はプロバスケットボー
ルチーム「さいたまブロンコス」によるバスケットボール
教室などの取り組みを進めていきます。
問合せ　スポーツ振興課へ☎2946-8738

㈱ブロンコス20と連携協定を締結

「これからの働き方をデザインするワ
ークショップ」の発表会を開催

県西部初「災害時における車両等の支
援に関する協定」を締結

　2月7日㈮、㈱ホンダカー
ズ埼玉西と「災害時におけ
る車両等の支援に関する協
定」を締結しました。
　これにより、大規模災害
の発生時に、電気自動車や
発電機の無償貸与を受けることで、ライフライン寸断時
における電力を使用した避難所運営を行うことが可能と
なります。また、車で避難した方が駐車できるモータープ
ールを利用できるようになります。
問合せ　危機管理課へ☎2968‐6527
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